
 

[聖書の学び：六日間のマナ・上] 
 

第 5 課「世界の始まる前から隠されていた奥義」 
 

読むみことば: 第一コリント 2:6-10 

覚えるみことば: ヨハネ 1:12 

参考にするみことば: 創世記 3:14-15 

教育目標: 世界の始まる前から隠されていた奥義に込められている

神の知恵と愛を悟って、神の子どもとされた特権と祝福をいただく

ようにする。 

 

愛なる神はアダムの不従順によってすべての人が死の道に行くよ

うになることを世界の始まる前からご存じでした。それで、驚くべ

き知恵をもって人間の救いの道を備えて、時になるまで奥義として

隠しておかれました。もし敵である悪魔がこのような奥義を知った

ら、罪を犯したアダムから任されたすべて権力を奪われないように、

人間の救いの摂理を妨げることがあるからです。 

 

1. 世界の始まる前から隠されていた奥義 
 

エバを惑わして、善悪の知識の木から取って食べるようにした蛇

は、神に呪われて腹ばいで歩き、ちりを食べなければならないよう

になりました(創世記 3:14)。神が「彼（女の子孫）は、おまえの頭を

踏み砕き」と言われたので、狡猾な蛇を操った敵である悪魔・サタ

ンは女の子孫、すなわち、イエス様が生まれて、自分を踏み砕くこ

とを知っていました。それで、イエス様がお生まれになった時、悪

いヘロデ王をそそのかして、幼子イエスを殺すために、ベツレヘム

とその近辺の二歳以下の男の子をひとり残らず殺させたのです。 

神は、主の使いが夢でヨセフに現れて言い、幼子とその母を連れ

てエジプトへ逃げるようにされました。ヘロデが死ぬと、イエス様

はエジプトを離れてガリラヤ地方のナザレに住みながら、公生涯に

備えられました。三十歳からは救い主の使命を果たすために公生涯

に入って、生ける神を証しされました。御国の福音を宣べ伝え、病

人をいやして悪霊を追い出してくださるので、多くの人が信じて従



 

いました。 

敵である悪魔・サタンはイエス様を亡き者にしてこそ、自分たち

がとこしえに世を支配できると思いました。それで、祭司長と律法

学者とパリサイ人をそそのかして、イエス様を殺そうと策略を企み

ました。結局イエス様の頭にいばらの冠をかぶせて、十字架に両手、

両足を釘づけさせました。 

このように徹底的に女の子孫を殺したのですが、ここには神の奥

義としての摂理が隠されています。<第一コリント 2:7-8>に「私たち

の語るのは、隠された奥義としての神の知恵であって、それは、神

が、私たちの栄光のために、世界の始まる前から、あらかじめ定め

られたものです。この知恵を、この世の支配者たちは、だれひとり

として悟りませんでした。もし悟っていたら、栄光の主を十字架に

つけはしなかったでしょう。」とあるとおりです。 

神は何の罪もないひとり子イエス様を十字架につけられるように

渡すことによって、すべての人が罪の問題を解決されて救われるこ

とができるように、世界の始まる前からあらかじめ定められたので

す。このような人間の救いの道が世に知られると、敵である悪魔・

サタンに妨げられて、人類の救いの働きを成就できないので、神の

知恵で奥義として徹底的に隠しておかれました。 

それでは、イエス様の十字架の死がどのように死にかけていた人

類にとって救いの道となったのでしょうか？ 神は公義に合わせて

すべてのことを霊の世界の法に従って行われる方です。国にも法が

あるように、霊の世界にも法があります。その例として、罪人に罰

を加える「罪から来る報酬は死」という霊の世界の法があります(ロ

ーマ 6:23)。死は罪人にだけ該当するものです。 

ところが、何の罪も傷もないイエス様を、敵である悪魔・サタン

が人々をそそのかして十字架につけて殺したので、霊の世界の法を

犯したのです。これによって、最初の人アダムが不従順の罪を犯し

て、敵である悪魔に奪われた権力を取り戻せる道が開かれました。

もし敵である悪魔・サタンが神の奥義としての摂理を知っていたと

すれば、イエス様が木の十字架にかけられて死ぬようにしなかった

でしょう。 

<ローマ 5:18>に「こういうわけで、ちょうどひとりの違反によっ

てすべての人が罪に定められたのと同様に、ひとりの義の行為によ

ってすべての人が義と認められ、いのちを与えられるのです。」とあ



 

ります。 

最初の人アダムの違反によってその子孫であるすべての人が死ぬ

ようになったのと同様に、イエス・キリストによって多くの人がま

ことのいのちと永遠のいのちを得るようになったのです。イエス様

は霊の世界の法に従って、すべての人を救うために人となってこの

地上に来られました。人でありながらアダムの子孫であってはなら

ないので、おとめマリヤのからだを借りて、聖霊によって宿ってお

生まれになりました。原罪と自分で犯した罪がなかったので、敵で

ある悪魔に勝つ力があったし、愛があったので、私たちの罪を代わ

りに負って十字架につけられて死なれました。 

ところが、敵である悪魔は全く罪のないイエス様を十字架につけ

て殺したので、霊の世界の法を犯したのです。これによって、死の

力を打ち破ってよみがえられたイエス・キリストを受け入れて、そ

の名を信じる人はだれでも、神の子どもとされる特権を得ることが

できる道が開かれました。これがまさに世界の始まる前から隠され

ていた奥義であり、推し量ることのできない神の知恵であり、愛な

のです。 

 

2. 神の子どもとされた特権と祝福をいただくには 
 

神の子どもとされた特権はこの世のどんな特権とも比べられませ

ん。一国の王の子どもでも特権が大したものなのに、まして人類の

歴史をつかさどって、宇宙万物を治めておられる創造主の神の子ど

もとされた特権はどうでしょうか。 

教会に通っている人の中には、イエス・キリストを受け入れて聖

霊を受けた神の子ども、すなわち、聖徒がいるかと思えば、教会だ

け行ったり来たりする人がいます。そういう人は教会に出席してい

るだけで、信仰があるのではないので、神の子どもとされた特権と

祝福をいただくことができません。もし聖徒の信仰になれないなら、

世の人と違うところがないので、心の戸をあけてイエス・キリスト

を受け入れて、神の子どもとされなければなりません。 

ヨハネの福音書 4 章には、サマリヤの女が救い主として来られた

イエス様を受け入れる過程と、彼女がイエス様を受け入れてから

人々に福音を伝えると、多くのサマリヤ人がイエス様の前に出て来



 

る場面が記されています。 

イエス様の時代、ユダヤ人はサマリヤ人が異国民族との混血だと

いう理由で、彼らとつきあいをしなかっただけでなく、サマリヤの

地を踏もうともしませんでした。もしその地を通って行かなければ

ならない場合は、遠回りして行くほどでした。 

しかし、イエス様はこれを全く気にされませんでした。サマリヤ

を通っているうち、井戸のかたわらに腰をおろしておられながら、

ちょうど水をくみに来たサマリヤの女に「わたしに水を飲ませてく

ださい」と言われます。 

その当時、地域の特性の上、イスラエルの旅行者はいつも水を持

ち歩いていました。ですから、水がなくなったはずがないし、もし

水がなくなっても、弟子たちが食物を買いに町へ出かけていたので

ちょっと待てばよいのに、イエス様はなぜサマリヤの女に水を飲ま

せてくださいと頼んだのでしょうか？ 

<黙示録 3:20>に「見よ。わたしは、戸の外に立ってたたく。だれ

でも、わたしの声を聞いて戸をあけるなら、わたしは、彼のところ

に入って、彼とともに食事をし、彼もわたしとともに食事をする。」

とあります。このようにイエス様は福音を伝えるために、サマリヤ

の女の心をたたかれたのです。結局、女はもちろん町の人々も心の

戸をあけて、イエス様を救い主として受け入れました。 

このように神が伝道する人を通して心をたたかれるとき、だれで

も心の戸をあけてイエス様を救い主として受け入れれば、神の子ど

もとされる特権を与えられて、天国に入れるのです。<ヨハネ 1:12>

に「しかし、この方を受け入れた人々、すなわち、その名を信じた

人々には、神の子どもとされる特権をお与えになった。」とあるとお

りです。 

ところが、イエス様は「わたしに向かって、『主よ、主よ』と言う

者がみな天の御国に入るのではなく、天におられるわたしの父のみ

こころを行う者が入るのです。」(マタイ 7:21)と言われました。<ヤ

コブ 2:14>に記されているとおり、行いのない信仰によっては救わ

れることができないからです。 

神がなぜ人を創造して、善悪の知識の木を置かれたのか、なぜイ

エス様だけが救い主であって、どのように救いに至るのか、人間の

救いの摂理を悟って神のみこころを行う時でこそ、天の御国に入れ

ます。私たちが果物の味を知ろうとすれば、単に表の形だけを見る



 

のではなく、必ず食べてみなければなりません。このように「イエ

ス様が私たちの救い主である」と漠然と知っているのではなく、ど

のようにイエス様が私たちの救い主であるのかという十字架の摂理

を悟ってこそ、行いが伴う信仰になれるのです。 

愛なる神は滅びの道に行く人の子らを救うために、世界の始まる

前からイエス・キリストを備えられました。人間の救いの道を完成

するためにイエス・キリストをこの地上に遣わされた神の大なる愛

を悟って、ただ神のみこころを行い、神の子どもとされた特権と祝

福を思いきりいただきますように。 

 

● まとめと適用 
 

1. 次の説明の中で正しくないものを選んでください。 

 

① 神は十字架を通した人間の救いの道が知られると敵である悪魔・

サタンが妨げるはずなので、徹底的に奥義として隠しておかれた。 

② イエス様はアダムの子孫でないし、聖霊によって宿られたので、

原罪がない。 

③ 敵である悪魔はイエス様が十字架の苦しみを通して人類を救う

ことを知っていた。 

④ 死の力を打ち破ってよみがえられたイエス様を救い主として受

け入れて、その名を信じる人は、神の子どもとされる特権を与え

られる。 

 

2. 世界の始まる前から隠されていた奥義とは何でしょうか？ 

 

3. 皆さんはどれほど神の子どもとされた特権と祝福をいただいて

いるでしょうか？ 

 

● 今週の課題 

 

世にはいろいろな十字架がありますが、イエス様がかけられたのは

木の十字架でした。なぜ木でなければならないのでしょうか？ 次回



 

までに<ガラテヤ 3:13>を読んで考えてきましょう。 

 

● 知って力にしましょう 

 

「ユダヤ人がサマリヤ人を敵視した理由」 

 

本来サマリヤ人もアブラハムの子孫であり、カナン征服の時、一緒

に戦争に参加した人々だった。ところが、B.C.721 年、サマリヤが属

している北イスラエルがアッシリヤに滅ぼされた。支配国アッシリ

ヤの混合政策によって異国の人たちがその地に流入して来ると、サ

マリヤ人たちが彼らと結婚して混血族になったので、5 その時から

ユダヤ人が敵視するようになった。 


